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羊蹄山は、ニセコのくらしに欠かせない存

在です。私は毎朝、寝室の窓から羊蹄山を

眺めます。夏は山頂あたりから朝日が出ま

すが、秋になると日の出はだんだん写真右

側の山裾の方に移動し、冬は山裾にちょこ

んとある「でっぱり」から太陽がのぞきま

す。小学校の理科で習う「季節と太陽の動

き」を実感する現象です。

ちなみに、この羊蹄山南麓の「でっぱり」

は、過去の噴火で山体の一部が吹き飛ばさ

れてできた流山（ながれやま）です。倶知

安町側から見る美しく静かな羊蹄山と違い、

ニセコ町側からは、山頂が崩壊し、荒々し

い噴火の跡を残す羊蹄山が見られます。

今月のピックアップ ＜オオハンゴンソウ～外来種～＞

背の高くて黄色の花をつけるオオハンゴウソウ。ニセコでもあちこち

で見かける事ができます。このオオハンゴンソウは特定外来生物です。

＜脅威の生命力＞

オオハンゴンソウ

Rudbeckia laciniata

外来種は駆除しなければ、在来種にとって悪影響を及ぼします。オオ

ハンゴンソウを駆除するには、種を作る前に花を刈り取る、地下茎か

ら引っこ抜く方法があります。しかし、あるデータによれば、地下茎

がわずか 2.4ｇでも残っていたり、土の上に放置したりすれば、そこ

から根を伸ばし、また再生してしまうこともあるのです。

＜外来生物（種）ってなに？＞

北海道の主な外来生物達

アライグマ・ウチダザリガニ・ブラックバス・セイヨウオオマルハナバチ・セイヨ

ウタンポポ・アメリカザリガニ・カブトムシ・トノサマガエル・ライギョ…等

自然の恵みにバンザイ

～旨みを閉じ込める～

茄子やピーマンを切らずに皮ごと焼い

てみましょう。じっくり全面を焼くこ

とによって中で蒸され、美味しく全て

食べられるようになります。

この他に、旨みを中に閉じ込める料理

に天ぷらがあります。天ぷらの衣が旨

みや栄養をしっかりと閉じ込めるので

す！オオハンゴンソウの葉も天ぷらに

して食べられているそうですよ！

外来種とは元々その地域に存在していなかった生物のことです。元々

地域にいた生物を在来種といいます。

外来種は、生命力や繁殖力の強いものが多く、生態系のバランスを狂

わせ在来種の存在を脅かすことがあります。外来種による影響の例と

して、在来種が生息地を追い出される、交雑による遺伝子撹乱、捕食

による直接的な排除が挙げられます。特に影響を及ぼす種を環境省に

より特定外来生物と定められました。特定外来生物は保管、移動、飼

育が禁じられ、違反した場合厳しく罰せられます。



【ねよーみの自然観察メモ】
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【今月のテーマ】

半月湖

ナナカマド (岩内町）

カツラ（真狩村）シラカンバ（ニセコ町）

（ねよーみ）

ミズナラ（京極町）

コブシ（蘭越町）
秋の落ち葉からは

甘い香りが

実のなるシーズン～ニセコエリアの町木たち～

プロペラの要領

風でくるくる飛

んでくよ

ねばねば甘い実

種に毒あり注意！

イチイ（共和町）

鳥に食べて

もらって遠

くへ移動

中の実は

のびーる糸で

繋がってる

この中に種が

つまってる

以前 1房バラして

みたら、500 個近

くの種があった

ミズナラの実はめちゃ渋い

クスサン

レンジャク（渡り鳥）の

仲間も食べにくる

エゾヤマザクラ (喜茂別町）

イタヤカエデ（倶知安町）


